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企⏬テーマ 
地域ỉ不要材ểễẾềいỦ竹ử熱ỺἽἀὊ資源ểẲề活用

ẴỦἩἿἊỹἁἚ 

取り⤌み実施期㛫または日時      令和元年 10月㹼 

 

【取り⤌み┠ⓗ】  水俣病にᨂらず、ᡈ代化は、現代社会において、様々な場᩿で問᫆をᘙ出さ

せている。化石燃料を基礎としたエネルギー生産利用、CO2の排出、気候変動は、その典型例だ

といえる。この問᫆は、我々の生活の根底にあり、問᫆はとてつもなく大きいため、具体的な対応

策が政府や大企業の手に委ねられているかのようだ。市民の多くは、᧙心を持ちつつも、できるこ

とがᙸ当たらないとᥴᙾしてしまっている。しかし、問᫆が生活の根底にある以上、これは、我々

のライフスタイルの問᫆とᚕい換えることができる。勿ᛯ、ᣃ市ᢿと田ᑀで大きく状況がᢌう事も

上げられる。 
 エコパーク、水俣湾埋立地の最深ᢿには、種数日本一二を争う竹林公園がある。作家故水上勉

氏の助ᚕを受け、時のኬ川ᜱ熙県知事が埋立地を治めるためにᎋえられた竹林である。かつて水俣

では、筍生産をはじめ、竹垣や建築材料、カツオ漁のための巨大なᯂ生簀ቛの材料として活用され

てきた。しかし、プラスチックに押されᩔ用は僅かとなり、地域の竹林は、放ፗ状態となっている

ところが多い。 

 当会では、ᢅ 疎᭗ᱫ化がᡶむ水俣市ᘥ地区の竹林の伐採を10年程ዓけてきた。伐採した竹は昆

ᖓが入り易く、保存管理がᩊしい。様々な活用法が検᚛される中、当初、機Ꮱ性が注目される竹炭

として管理する事とした。今日では、その竹炭をエネルギー生産利用、CO2の排出、気候変動と

いうᛢ᫆に活用できないかとᎋえるにᐱった。ᙱ日本、九州を中心に竹林管理に᪽を抱える地域は

多い事から、多くの地域で取りኵめる活動でもあるはずである。ここで、ᎋえられるトピックスを

上げてみたい。 

 

① 地域の不要材となっている竹 
② 海外から輸入される化石燃料からの脱却 
③ 合板の材料や海外の㧗級住宅向け輸出材、バイオマス発㟁の燃料として㟂要の多い木材 
④ 強い増殖力と毎年発芽短期で成㛗という生態 
⑤ 木六竹八 
⑥ 地下茎は、土留めとなる 
⑦ カーボンニュートラル、再生可能エネルギー 
⑧ 石炭、木炭と同程度の熱㔞 
⑨ 加工、粉砕しやすい形状 
⑩ 移㏦に使われるコストとエネルギー 
⑪ 燃焼時に煙が出ない 
⑫ 燃焼後の灰や燃え残り等が地㠃に戻せる 
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⑬ 炭化は容易で、必要時㛫が短い 
このことから、地域にある竹材をその生態に合わせて伐採炭化して、移ᡛせずにその地域の熱エネ

ルギー源として使用する事は、市民がエネルギー生産利用、CO2の排出、気候変動問᫆に対して

寄与できる活動となる事がᎋえられる。 

 木炭は、外活動や伝ወ的なᘍ為ᘍ事など特別な場合をᨊいて一ᑍ的な日常生活から姿を消して

いる。木ឋペレットのストーブ等は大きな参ᎋとなるが、木炭、竹炭など植物由来の炭を安全に日

常生活の場に持ちᡂむためのᘺፗや仕ኵみづくりがこの活動の目的である。この目的がᢋ成される

と循環型地域社会の構築につながり、ライフスタイルに変化をもたらすものとᎋえられる。 

【取り⤌み内容と成果】 

【内容】 

・⛅から地域住民やボランティアで30アールの竹林の᧓伐、竹炭作りを始める 

・竹炭完成後、出来上がった竹炭を破砕加工して、形状を整える 

・木ឋペレットストーブをはじめ、ᕢを使った燃焼器について、竹炭とのマッチングᚾ᬴、検᚛

をᘍう 

・竹炭を熱源として意ᙸ交換会などをおこなう 

【成果】 

・9月 1日から 12月 20日まで㛫、地域の孟宗➉林凡 30アールの㛫伐と➉炭焼作業を⾜った。出

来上がった➉炭は、500kg⛬度である。以下は、作業㢼景の様子である。 

ボランティアが日本、世⏺中から 12人が㞟まった。 

 

孟宗➉の切り出し 

 

❔に仕㎸むための➉の玉切りと分割作業 



 

 

仕㎸みと火入れ 

 

焼きあがった➉炭の❔出し 

 
取り出した➉炭 



・取り出した➉炭の形状を燃料とするために◚○加工をして整える。 

これまでの⤒㦂から、➉炭は、╔火しやすいが単体だと㙠火もしやすい。それを☜かめるために

大きな単体の形状のまま─に┒った➉炭と 1cm ゅ⛬度に⢊○した➉炭に╔火して燃焼状態をほ

察した。 

 

 

 

大きな形状のままだと㏵中で㙠火し、1cmゅ⛬度の大きさに⢊○すると燃焼が⥆く事がわかる。 

 



2019 年度に⢊○機の導入を検ウしたが予⟬が☜保できなかったために、木槌で叩き⢊○をしても

らった。 

 

 

 

2020年 1月までは、上グのような活動が⥅⥆できたが、2月になり、新型コロナウィルスの感染が

拡大していく事が懸念され始め、多くの人に㞟まってもらい⾜う以下の活動については、実施を

ぢ㏦った。 

・木ឋペレットストーブをはじめ、ᕢを使った燃焼器について、竹炭とのマッチングᚾ᬴、検᚛

をᘍう 

・竹炭を熱源として意ᙸ交換会などをおこなう 

 

2020 年 5 月、活動には、ィ⏬されていなかったが、㐃接する㮵児島┴伊佐市で木炭〇㐀会♫が➉

炭にも取り⤌み始めたとゝう情報を得て、おヰをうかがいに⾜く事にした。 

ゼ問先㸸株式会♫ 古川 代⾲取⥾役 古川新一朗 氏 木炭〇㐀業 

住 所㸸㮵児島┴伊佐市大口㔛元町 16-10 

                       
ヰせ旨㸸 

・バイオマスⓎ㟁の㛤始から、木炭にする堅木材が㞟まらなくなっている。しかし、炭の㟂用は増

加の傾向にあり、常時品ⷧ状態が⥆いている。 

                       



・⤒営ⓗに一回になるだけ多くの炭の〇㐀ができた方がⰋいので、13㹲の木材を仕㎸める❔㸲基を

使い〇㐀をしている。 

 

・初期加熱に木材を四日㛫⛬度燃焼させ⥆け、❔を㐣熱し炭焼きを始め㸲㐌㛫⛬度で焼き上がり、

その後一㐌㛫冷却し完成させる。 

・➉炭は、㮵児島┴の火山㝆灰➉林対⟇事業として⾜った。㏻常の炭焼きをする時に、❔と木材の

㛫の㝽㛫を埋めるように➉を仕㎸んで、木材と同一条件で炭焼きを⾜った。 

・➉炭の利用方法は、㣗品としての機⬟性を活かし燃料より⢊○して㣗材として検ウされている。

実㦂ⓗに⾜われた和Ⳬ子への添加は、成功したが、客の㉎入実⦼はあまり無かった。㣗べ物に㯮

とゝうⰍを使う事が問㢟なのではないかと分析しているという事だった。 

 

・一ヶ月以上の時㛫をかけて焼き上げた➉炭と当会の 17時㛫⛬度で焼き上げた➉炭に大きな差は、

ぢられなかった。 

・今後、➉炭〇㐀およびその利用については、協力し合う事で合⮴した。 

【備⪃欄】 

2月になり、新型コロナウィルスの感染が拡大していく事が懸念され始め、多くの人に㞟まって

もらい⾜う以下の活動については、実施をぢ㏦った。無状の感染⪅によってウィルスが持ち㎸

まれることが一␒懸念される。状況をぢ定めながら以下の事業についても、今は、保␃として実

施できる状況となる機会を待ちたい。 

・木ឋペレットストーブをはじめ、ᕢを使った燃焼器について、竹炭とのマッチングᚾ᬴、検᚛

をᘍう 

・竹炭を熱源として意ᙸ交換会などをおこなう 

 

 

 

 

 


